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	機能：TFIIHを開始複合体にリクルートし、RNAポリメラーゼII C末端ドメインキナーゼおよびTFIIHのDNA依存性ATPase活性を刺激します。TFIIHとTFIIEはどちらもRNAポリメラーゼによるプロモーター除去に必要です。,類似性：TFIIEベータサブユニットファミリーに属します。,類似性：1つのTFIIEベータDNA結合ドメインを含みます。,サブユニット：2つのアルファ鎖と2つのベータ鎖からなる四量体。FACTサブユニットSUPT16Hと相互作用します。,機能：TFIIHを開始複合体にリクルートし、RNAポリメラーゼII C末端ドメインキナーゼおよびTFIIHのDNA依存性ATPase活性を刺激します。 TFIIHとTFIIEはどちらもRNAポリメラーゼによるプロモーター除去に必要である。,類似性：TFIIEベータサブユニットファミリーに属する。,類似性：TFIIEベータDNA結合ドメインを1つ含む。,サブユニット：2つのα鎖と2つのβ鎖からなる四量体。FACTサブユニットSUPT16Hと相互作用する。,
	研究分野
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	TF2E2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TF2E2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TFIIE-βポリクローナル抗体を用いたさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

